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本
町
に
は
、
現
在
９
か
所
の
町
立
保
育
所
と
５
か

所
の
私
立
保
育
園
の
計
14
か
所
の
保
育
所
（
園
）
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
通
所
（
園
）
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
保
育
所
の
運
営
に
は
、
課
題
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
日
、

町
内
に
お
い
て
も
過
疎
化
や
少
子
化
が
一
段
と
進
み
、

い
く
つ
か
の
保
育
所
で
は
入
所
人
員
が
定
員
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
三
位
一
体
改

革
に
よ
り
、（
※
）
町
立
保
育
所
の
運
営
費
が
一
般
財
源

と
な
り
、
実
質
的
な
補
助
金
の
減
額
に
な
る
な
ど
、
近

年
、
保
育
所
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に
よ
る
子
育

て
環
境
の
変
化
や
、
保
護
者
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー

　

保
育
所
を
と
り
ま
く
社
会
状
況

保育サービスの維持と向上を目指して
町立保育所の民営化

　

町
立
保
育
所
を
運
営
す
る
選
択
肢
に
は
、
公
設
公
営
（
直

営
）、
公
設
民
営
（
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
）、
民
設
民
営
（
完

全
民
営
化
）の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
陶
の
谷
、城
崎
南
、

織
田
保
育
所
の
３
町
立
保
育
所
は
施
設
が
新
し
い
こ
と
や
入

所
者
の
数
な
ど
を
勘
案
し
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
公
設

民
営
方
式
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
式
は
、
民
営
化
し
て
も
保
育
所
の
管
理
責
任
は
あ

く
ま
で
町
に
あ
る
た
め
、
現
在
と
同
様
な
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

民
営
化
の
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
町
立
保
育
所
を
民

間
法
人
に
移
譲
し
完
全
民
営
化
に
す
る
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
方
式
は
、
通
常
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
特
別
保
育

に
も
国
庫
補
助
制
度
が
適
用
さ
れ
、
町
財
政
に
と
っ
て
は
公

設
民
営
よ
り
も
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
間

保
育
園
の
特
性
で
あ
る
柔
軟
性
、
迅
速
性
を
生
か
し
た
対
応

が
発
揮
さ
れ
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
育
所
を
移
譲
し
て
し
ま
う
と
運
営
に
つ
い
て

町
の
関
与
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
内
容
な
ど
に
町

の
方
針
が
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
町
で
は
、
私
立
保
育
園
が
町
全
体

の
保
育
の
約
45
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
21
年
10
月
現
在
）
を
担
っ

て
お
り
、
町
民
の
多
く
の
人
が
、
そ
の
保
育
内
容
や
実
績
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
目
指
す
た
め
に
は
、
民
間
事

ズ
の
増
大
と
多
様
化
が
進
み
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か

り
、
低
年
齢
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育
、
病
児
デ
イ
ケ

ア
な
ど
、
特
別
保
育
に
対
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
所
で
は
、
保
育
士
の
必
要
数
は
増
え
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
町
で
は
町
職
員
数
の
削

減
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
正
規
の
保

育
士
を
補
充
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
る
と
、

保
育
所
の
統
廃
合
も
含
め
た
民
営
化
が
ど
う
し
て
も
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
保
育
園
と
町
立
保
育
所
と
の
保
育
内
容

に
全
く
違
い
が
な
い
中
で
、
町
立
保
育
所
は
私
立
保
育

園
に
比
べ
、
同
じ
保
育

を
行
う
場
合
に
コ
ス
ト

高
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
町
で
は
、
地
域
の

実
情
や
保
育
士
の
退
職

動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
段
階
的
な
民
営
化

を
進
め
、
限
ら
れ
た
人

員
と
財
源
の
中
で
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
、
民
営
化
な
の
か

　

３
保
育
所
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制

　

度
の
導
入
を
選
択

　

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

業
者
の
能
力
を
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
節
減
で
き
る
財
源
と

人
材
を
活
用
し
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
弾
力
的
に
対
応
し

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q1
入
所
の
決
定
は
ど
こ
が
す
る
の
？

A1
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
町
立
保
育
所
も
私
立
保
育
所
も
町
で

入
所
の
決
定
を
し
ま
す
。

Q2
保
育
料
は
ど
う
な
る
の
？

A2
保
育
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
町
立
も
私
立
も
、
町
内
の
保

育
所
（
園
）
は
、
町
の
保
育
料
徴
収
基
準
額
表
に
よ
っ
て
、

町
で
保
育
料
を
決
定
し
、
町
に
収
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
な
保
育
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
保
護
者
の
負
担
を

求
め
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
同
意
を
得
る
よ
う
に
し

ま
す
。
制
服
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
も
、
委
託
先
の
選
定

条
件
と
し
て
、
町
立
保
育
所
の
制
服
や
体
操
服
を
そ
の
ま

ま
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
が
増
加
す
る
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q3
町
立
と
私
立
で
は
保
育
内
容
が
違
う
の
で
は
な
い
で
す
か
？

A3
保
育
内
容
は
、
町
立
も
私
立
も
、
国
が
定
め
た
「
保
育
所

保
育
指
針
」
に
基
づ
き
保
育
内
容
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
の
で
、
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
営
化
し
た
場
合
、
保
育
内
容
や
行
事
、
地
域
活
動
な
ど

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

Q4
保
育
士
が
替
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
不

安
じ
ゃ
な
い
の
？

A4
引
継
ぎ
期
間
で
、
現
在
の
保
育
士
と
委
託
先
の
保
育
士
が

一
緒
に
保
育
に
当
た
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
保

育
内
容
や
行
事
も
急
激
な
変
化
を
避
け
る
な
ど
し
て
、
子

ど
も
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
ま
す
。

Q5
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
民
営
化
す
る
の
？

A5
民
営
化
の
目
的
は
、
財
源
や
人
員
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
在
宅
で
子

育
て
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
、
全
て
の
家
庭
を
対
象
に
し
た

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
す
る
た
め
の
財
源
を
生
み
出

す
こ
と
で
す
。
保
護
者
や
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

経
済
的
負
担
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　町では、保育サービスの維持向上と行政経費の節減を図るため、町立保育所の管理運営業務を、民間保育園を
運営している法人に移し、民営化することとしました。
　現在、陶の谷保育所、城崎南保育所、織田保育所の３つの町立保育所で平成22年４月１日からの民営化を
目指し、その準備が進められています。

越前町行政職員削減目標

　

町
立
保
育
所
民
営
化 
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町内保育所入所率の推移
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329人
行政職員数
（病院分を除
 いた職員数）

最終目標
（同規模自治体
　並みの職員数）

区　　分 現状（H17） 目標（H27）

274人
（－55人）

249人
（－80人）

■ 

保
育
所
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　

子
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て
支
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■ 

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
改
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※
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化

　

一
般
財
源
と
は
、
使
い
み
ち
を
指
定
さ
れ
ず
、
町
の
裁
量
で
ど
の
よ
う

な
経
費
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
で
す
。
町
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
特
例
交
付
金
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

従
来
、
公
立
保
育
所
の
運
営
費
は
特
定
財
源
（
国
庫
補
助
負
担
金
）
で

し
た
が
、
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
交
付
税
に
算
入
し
て
交
付
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
公
立
保
育
所
運

営
に
か
か
る
経
費
を
一
般
財
源
の
中
か
ら
確
保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
実
質
的
に
は
補
助
金
の
減
額
と
な
り
、
町
財
政
の
負
担
が
増
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

な
お
、
民
間
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
化
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

従
来
ど
お
り
国
庫
補
助
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
④


